
便器中心～左右手すり 
350mm程度（左右対称） 

便器先端～縦手すり 
200～300mm程度 

便器長さと 
同程度 

便座面～ 
手すり 
250mm程度 

※オートクリーンCとL型手すりを組み合わせる
場合は、光電センサーが手すりを感知する場合
や、相互の機器が干渉するため取り付けられな
い場合があります。詳しくは８５２ページをご参
照ください。

700mm程度 

740mm程度 

600mm程度 
600mm程度 

※寸法は標準的な数値で示
しています。使用者が特
定できる場合は、その方
の使いやすさにあわせて
取付位置を決定してくだ
さい。

手すりの取付位置について
※寸法は標準的な数値で示しています。使用者
が特定できる場合は、その方の使いやすさに
あわせて取付位置を決定してください。

L型＋可動式手すりの場合

�小便器用手すり、和風便器用手すりの取付位
置は、８５０ページをご参照ください。
壁掛洗面器用手すりの場合

�人工大理石カウンター用手すりの取付位置
は、８５２ページをご参照ください。
浴室洗い場用手すりI型の取付位置

安全上の注意

警告
�屋外や水没する場所には取り付けないでくだ
さい。変色や変形のおそれがあります。なお、可
動式手すりは浴室には取り付けないでくださ
い。湿気などにより本来の機能をそこなうおそ
れがあります。
�建築構造に合った施工方法により、外れたり、
がたが生じないように取り付けてください。外
れるとけがをするおそれがあります。建築構造
別の取付方法については８６２～８７２ページをご参
照ください。

事前施工情報
１．施工上の注意
�パブリック用手すりは、手すり本体と壁（床）
に固定する金具が別々の品番になっています。
ご注文の際には、手すり本体と施工方法に合っ
た当社固定金具を同時にご注文ください。建築
構造別の取付方法および固定金具については
８６２～８７２ページをご参照ください。なお、
T 114CP5R・T 112CP5S（人工大理石カウン
ター用手すり）は固定金具を同梱しております。
取り付けの際は必ず同梱の固定金具をご使用く
ださい。
�T 114CP5R・T 112CP5S（人工大理石カウン
ター用手すり）は人工大理石カウンターに十分
な強度が必要です。必要な強度および設置条件
については８５２ページをご参照ください。
�腰掛式タンク密結形便器に可動式手すりをセ
ットする場合は手すりと給水管の干渉を避ける
ため、タンクの給水と反対側にしてください。
お知らせ
�石こうボードは壁自体の強度が弱いため、直
接手すりを取り付けないでください。手すりを
取り付ける場合は、手すりを取り付ける壁を合
板に取り替えてください。石こうボードに直接
手すりを取り付けると手すりに荷重がかかった
際にボード取付用のタッピンねじ部からボード
が破壊し、外れるおそれがあります。

パブリック用手すり
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曲げ強度31.4N／mm2以上 

12mm～19mm

人工大理石カウンター 

ブラケット 

水石けん入れ 

人工大理石カウンター 
連結部 

人工大理石 
カウンター端面 

50

700

50

5080

355

50

□120

250±30
480±30

280

440（手すりの前出寸法90の場合） 
470（手すりの前出寸法120の場合） 

90 
120

２．人工大理石カウンター用手すりの設置条件
�市販の人工大理石カウンターに取り付ける場
合、カウンターに十分な強度があることをご確
認ください。
マーブライトカウンターは十分な強度がありま
す。

�人工大理石カウンター厚さが１２�～１９�であ
ることをご確認ください。
人工大理石カウンター厚さが１２�未満の場合、
十分な強度がないため、手すりが外れたり、人
工大理石カウンターが壊れたりして使用される
方が転倒し、けがをするおそれがあります。
人工大理石カウンター厚さが１９�以上の場合、
別途必要な長さのM８ボルトを手配してくださ
い。

�人工大理石カウンターの手すりを取り付ける
位置（５０�×５０�内）に人工大理石カウンター
以外何もないことをご確認ください。
人工大理石カウンターのブラケットや水石けん
入れなどがあると取り付けできません。

オートクリーンC「大便器自動洗浄システム／
コンビネーションタイプ」と手すりの組み合わ
せについて
オートクリーンC「大便器自動洗浄システム／
コンビネーションタイプ」と手すりを取り付け
る場合は、光電センサーが手すりを感知する場
合があります。それを防止するため器具の取付
位置は下図寸法にて取り付けてください。

パブリック用手すり
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B A
CC

TEA 99SN, 100SN

小 便 器
品 番

US-A 型
取付位置
○Ａ 寸 法

手 す り
取付位置
○Ｂ 寸 法

吐 水 管
取出位置
○Ｃ 寸 法

洗 浄 管
品 番

U 500

１３５０ （１１３０） １２００

T 61BL13

U 507C

U 560

U 570

U 508C,
U 508M

１１５０ １２００ １０００

U 557

B A

TEA 61型、TEA 62型

小便器品番 US取付位置○Ａ寸法（�） 手すり取付位置○Ｂ寸法（�）

U 500

１１７０ １０７０
U 507C

U 560

U 570

U 508C, U 508M
１０４０ １１８０

U 557

U 308※, U 308C※ １０３０ １１８０

U 307C※ １０７０ １２８０

U 830C※ １１００ １２８０

U 810C※ １１５０ １０７０

U 306P※ １３１０ １１８０

U 306※, U 306C※ １２３０ １１８０

U 100※
１２００ １０７０

U 370※

U 406C※ １１７０ １０７０

U 307P※
１１５０ １０７０

U 416C※

U 408※ １１２０ １２８０

U 29※ １０７０ １２８０

U 57R※ １０６０ １１８０

U 116※ １０４０ １１８０

U 53※ １０１５ １１８０

U 106※ １０１０ １１８０

U 5S※
９８２ １１８０

U 23R※

U 104R※ ９７５ １１８０

オートクリーンUと手すりの組み合わせについて
オートクリーンUと小便器用手すりには、それ
ぞれ標準取付寸法がありますが、小便器によっ
ては標準取付寸法どおり手すりを取り付けます
とオートクリーンUの光電センサーが手すりを
感知する場合があります。
それを防止するため器具の取付位置は下表をご
参照ください。
手すりの標準取付寸法は１１８０�ですが、光電セ
ンサーが誤感知しない範囲で寸法を変更してい
ます。

（ ）内寸法は手すりをオートクリーンU（US
-A型）の下側に設置する場合［�より�が低
い場合］
汚垂石を設置の場合は、汚垂石上面が仕上げ面
となるため、器具取付寸法にご注意ください。

※小便器は廃番となっています。
現在設置されている小便器にTEA 61型の既
設取り替えタイプをセットする場合の取付方
法ガイドです。

各
種
施
設
用

器

具

施設

パ
ブ
リ
ッ
ク
用
手
す
り

853


	2014_0851
	2014_0852
	2014_0853

